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はじめに

この報告書は、炎症性腸疾患の病態解析、治療への応用を目指して、食物線維に由

来する短鎖脂肪酸とくに酪酸の抗炎症作用の解析を試みた平成12年度から平成1

4年度に至る研究のまとめである。培養系における基礎検討を臨床応用にまで展開

でき、大きな成果があげられた。
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病院・消内);藤山住秀、馬場忠雄※CA19.9が高値を示した牌類表皮嚢胞の 1例※第

74回 日本消化器病学会近畿支部例会(京都)、平成 13年2月 17日
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1 4. 石垣宏仁、来住優輝、石塚 泉、西山順博、横野智信、小山茂樹、藤山佳秀、

馬場忠雄※直腸粘膜脱症候群の 3症例※第 74回 日本消化器病学会近畿支部例会(京

都)、平成 13年 2月 17日

1 5. 仲原民夫、水野絵里、清水尚一、布施建治(彦根市立病院・内);藤山佳秀、

馬場忠雄、抗凝固剤起因性の小腸壁内血腫によるイレウスを保存的に治療し得た 1例

第 74回 日本消化器病学会近畿支部例会(京都)、平成 13年 2月 17日

16. 安岡貴志、庭川光行、全活(西京都病院・消内);岡浩、吉岡豊一(同・

外);梶並稔正(同・消内);藤山佳秀、馬場忠雄※肝helical-dynamicCT画像で 86

病巣が死界となった l症例※第 74回 日本消化器病学会近畿支部例会(京都)、平成

13年2月 17日

1 7_ 峯松秀樹※MCTDの1症例※第 15回 滋賀リウマチ・腰原病臨床談話会(大

津)、平成 13年 2月 17日

1 8. 松原英俊、田村祐樹、寺田雅彦、三ツ浪健一(滋賀医大・ MCC総合診療部);長

谷貴将、松野修一、泉 雅文、吉村彰伸(同・救)※当院で咳轍を主訴とする 20例に

胃食道逆流症(GERD)にもとづく治療を施行した経験※第 9回 日本総合診療医学会、

平成 13年 2月 17日

1 9_ 伊藤明彦、辻川知之、安岡貴志、福永哲也、佐藤 仁、宇田勝弘、伊原隆史、

五月女隆男、藤山佳秀、馬場忠雄※VIPによる腸上皮細胞Aquaporin3の発現調節※第

38回小腸研究会(岡山)、平成 13年2月24日

20. 安藤朗、高谷宏樹、嶋田光恵、畑 和憲、馬場重樹、辻川知之、藤山佳秀、

馬場忠雄※腸管上皮細胞からの IL-8産生の中鎖および、長鎖脂肪酸による修飾※第 38

回小腸研究会(岡山)、平成 13年 2月 24日

21. 井上徹也、安藤 朗、藤山住秀、馬場忠雄;程原佳子(滋賀医大・輸)※悪性

リンパ腫に対する抗 CD20抗体の使用経験※第 11回 滋賀癌化学療法研究会(大津)、

平成 13年 2月 24日

22_ 米村佳子、内林佐知子、湯本浩史、馬場忠雄(滋賀医大・輸);茂龍弘子(同

-検);井上徹也、藤山佳秀※同種骨髄移植ドナー自己血輸血の現状と問題点※第 14

回 日本自己血輸血学会学術総会(大津)、平成 13年 3月2日

23. 佐々木文乃、石塚泉、西山順博、来住優輝、横野智信、新谷寛、小山茂

樹、藤山佳秀、馬場忠雄※Applecore様所見を呈した結腸粘液癌の 2症例※第 66回

日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

24. 横野智信、来住優輝、浅野信行、西山順博、石塚 泉、小山茂樹、藤山佳秀、

馬場忠雄※回腸末端潰擦により腹腔内膿療を来たした不全型腸管ベーチェット病の 1

症例※第 66回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

25_ 天方義郎、小畑寛純、中野圭明、木村早苗、谷野員通、笹部真人、坂本健一

郎、水野智恵美、水野雅之、胡井智、塩

13 



26. 瀬川秀和、安井博史、北村静香、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・消内);坂本 力(同・放);馬場正道(同・病理);藤山佳秀、馬場忠雄※下

部消化管内視鏡検査が原因と考えられた出血性大腸炎の l例※第66回 日本消化器内

視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

27. 水野絵里、仲原民夫、木藤克之、清水尚一、布施建治(彦根市立病院・内); 

橋田修平(同・外);九嶋亮治(滋賀医大・ 1病);藤山住秀、馬場忠雄※下血を契

機に内視鏡にて診断し得た胃早期4重癌の 1例※第66回 日本消化器内視鏡学会近畿

地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

28. 峯松秀樹、来住優輝、西山順博、石塚 泉、横野智信、辻川知之、石塚義之、

小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※粘膜下腫療様形態を呈した胃癌の 1例※第 66回 日

本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

29. 上田浩史、塩谷明子、宮川明子、奥村嘉章、中島滋美(社保滋賀病院・内)※

胃型の分化型腺癌の 2症例※第 66回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平

成 13年 3月3日

30. 安岡貴志、庭川光行、全活、梶並稔正(西京都病院・消内);小山茂樹、藤

山佳秀、馬場忠雄※超音波内視鏡で比較的大きな嚢胞が認められた胃迷入醇の 1症例

※第 66回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 3月3日

3 1. 加藤車司、来住優輝、西山順博、石塚泉、横野智信、安藤朗、小山茂樹、

藤山佳秀、馬場忠雄※異型性の強い食道の多発性早期癌に対し内視鏡的食道粘膜切除

術を施行した 1例※第 66回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、 平成 13年

3月3日

3 2. 西山順博、来住優輝、石塚 泉、横野智信、五月女隆男、井上徹也、小山茂

樹、藤山佳秀、馬場忠雄;立脇憲一(滋賀医大・検)※内視鏡専用殺菌消毒剤グルト

ハイドスコープ3%液(ヨシダ製薬)の有用性と内視鏡用酵素洗浄剤ディターザイム

Sの洗浄力についての検討※第 66回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平

成 13年 3月3日

33. 仲 成幸、来見良誠、遠藤善裕、内藤弘之、梅田朋子、目方英治、近藤浩之、

太田裕之、川口晃、阿部元、花沢一芳、谷徹(滋賀医大・ l外);竹之下

真、野坂修一(同・麻);山崎道夫、古川 顕、村田貴代史(同・放);石塚義之、

馬場忠雄※肝88腫擦に対する MRガイド下マイクロ波凝固壊死療法※滋賀消化器研究

会、第 46回学術講演会(草津)、平成 13年 3月 17日

34. 出口靖之、辻川知之、五月女隆男、井上徹也、石塚義之、新谷 寛、安藤

朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※IBDに合併した牒炎の 2例※滋賀消化器研究会

第 46回学術講演会(草津)、平成 13年 3月 17日

35. 仲成幸、来見良誠、目方英治、川口 晃、内藤弘之、阿部元、遠藤善裕、

花津一芳、谷徹(滋賀医大・ l外);古川 顕、山崎道夫(同・放);石塚義之、
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馬場忠雄;森川茂庫、犬伏俊郎(同・分子神経)※描出困難な肝腫癌に対する MRガ

イド下マイクロ波凝固療法※第 37回 滋賀肝疾患研究会(大津)、平成 13年 3月 24

日

36. 石塚義之、辻川知之、加藤卓司、五月女隆男、井上徹也、新谷 寛、安藤

朗、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄;糸島崇博、村上耕一郎、宇治祥

隆、仲成幸(滋賀医大・ 1外);山崎道夫、古川 顕、村田喜代史(同・放)※難

治性肝性脳症に対して外科的シャント閉鎖術を施行した2症例※第37回 滋賀肝疾患

研究会(大津)、平成 13年 3月 24日

37. 毛留幸代、細川敦子(滋賀医大・看);井上徹世、藤山佳秀、馬場忠雄;程原

佳子(同・輸)※同種骨髄移植を施行した外国人の急性骨髄性白血病症例※第2回

滋賀国際医療研究会(大津)、平成 13年 1月 13日※(滋賀医学 23(2):109， 2001) 

38. 西山順博、石塚 泉、横野智信、来住優輝、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄

※13C-acetate Breath TestとRI法の同時測定による胃排世検査の比較検討およびク

エン酸モサプリドの薬効についての検討※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、

平成 13年4月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A133，2001)

39. 佐藤 仁、辻川知之、安岡貴志、福永哲也、伊藤明彦、宇田勝弘、伊原隆史、

佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※PepT1発現調節に基づ、いた小腸切除後のラットに

おける alany-glutamine経口投与の有効性※第 87回 日本消化器病学会総会(東

京)、平成 13年4月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A141，2001) 

40. 牧野仁、安藤朗、嶋田光恵、高谷宏樹、田崎和仁、中村文泰、馬場重樹、

荒木克夫、畑 和憲、藤山佳秀、馬場忠雄※インターロイキン(IL)-17によるヒト陣

腺房周囲筋線維芽細胞からのケモカインの誘導※第 87回 日本消化器病学会総会(東

京)、平成 13年4月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A161，2001)

41. 坂部秀明、瀬川秀和、安井博史、北村静香、南部卓三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・内);坂本 力(同・放);井上徹世、藤山佳秀、馬場忠雄;馬場正道(溢医大

. 1病);九嶋亮治(同・臨検)※食道を除く全消化管にびまん性に侵潤を認めた悪

性リンパ腫の 1例※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4月 19日※

(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A270，2001) 

42. 安井博史、瀬川秀和、北村静香、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・内);坂本 力(同・放);馬場正道(滋医大・ 1病)藤山佳秀、馬場忠雄※盲

腸部の側方発育型腺腫の 1例※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4

月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A271，2001)

43. 嶋田光恵、安藤朗、畑和憲、高谷宏樹、牧野仁、奥野貴史、馬場重樹、

荒木克夫、藤山佳秀、馬場忠雄※酪酸による大腸癌の Decay-Accelera ting 

Factor(DAF)発現抑制の意義※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4

月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A174，2001)
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44. 畑和憲、安藤朗、牧野仁、嶋田光恵、奥野貴史、高谷宏樹、馬場重樹、

荒木克夫、辻川知之、五月女隆男、藤山佳秀、馬場忠雄※HLA.B27トランスジェニッ

クラット腸炎における粘膜サイトカイン発現と腸内細菌叢の検討※第87回 日本消化

器病学会総会(東京)、平成 13年 4月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊

号):A178，2001) 

45. 奥野貴史、安藤朗、牧野仁、馬場重樹、嶋田光恵、畑和憲、高谷宏樹、

荒木克夫、藤山佳秀、馬場忠雄;藤宮峯子(滋医大・ 1解)※ヒト大腸筋線維芽細胞

の分離とケモカイン産生能の検討※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13

年4月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A180，2001) 

46. 伊藤明彦、辻川知之、安岡貴志、福永哲也、佐藤 仁、宇田勝弘、伊原隆史、

五月女隆男、佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※腸上皮細胞株 H千29のAQP3発現と

その VIPによる調節機構※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4月

19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A181，2001) 

47. 安藤朗、馬場忠雄;D.K.Podolsky(Massachusetts General Hospital)※腸管

上皮細胞における IntestinalTrefoilによる Decay-AcceleratingFactorの発現誘導

※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4月 20日※(日本消化器病学

会雑誌 98(臨時増刊号):A213，2001)

48. 西山順博、石塚 泉、横野智信、来住優輝、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄

※Urea Breath Testにおける 13C尿素投与法の検討 通常法、オブラート法、カプ

セル法の比較検討ー※第 87回 日本消化器病学会総会(東京)、平成 13年4月 20日

※日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A285，2001)

49. 石塚 泉、石塚義之、西山順博、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※肝硬変患者

の栄養管理における 13C-Acetate胃排地検査の意義※第3回 日本国際消化管運動研

究会(東京)、平成 13年4月20日

50. 坂部秀明、北村静香、瀬川秀和、安井博史(公立甲賀病院・内);井上徹世、

藤山佳秀、馬場忠雄※舌原発MALTリンパ腫の 1例※第 63回 日本血液学会総会(名

古屋)、平成 13年4月20日※ (InternationalJournal ofHematology73(supple.1):177， 

2001) 

51. 南口仁志;木村貴文、藤木 博、原田佐智夫、奥田恵子、阿部達生、薗田精昭

(京府医大・衛生)※ヒト巨核球系前駆細胞の増殖分化に対する TPO，SCF， SDF-1の

制御作用 -P13-K， PKC， MAPKの役割-※第 63回 日本血液学会総会(名古屋)、

平成 13年4月 20日※ (InternationalJournal of Hematology 73(supple.1):200， 

2001) 

52. 来住優輝、石塚 泉、西山順博、横野智信、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※

ホームページを利用した卒後研修の試み※第 61回 日本消化器内視鏡学会総会(神

戸)、平成 13年 5月 10日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supple.1) :642， 2001) 
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53. 西山順博、石塚 泉、来住優輝、横野智信、石塚義之、小山茂樹、藤山佳秀、

馬場忠雄※shortsegment Barrett's esophagus(SSBE)の内視鏡的診断ー内視鏡下

生検組織標本による組織学的診断との整合性一※第 61回 日本消化器内視鏡学会総会

(神戸)、平成 13年 5月 11日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supple.1):675， 

2001) 

54. 石塚 泉、西山順博、来住優輝、横野智信、井上徹也、石塚義之、小山茂樹、

藤山佳秀、馬場忠雄※PEG症例に対する栄養評価※第 61回 日本消化器内視鏡学会

総会(神戸)、平成 13年 5月 11日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supple.1):657， 

2001) 

55. 横野智信、来住優輝、石塚 泉、西山順博、小山茂樹、藤山住秀、馬場忠雄※

大腸内視鏡挿入トレーニングによる内視鏡シュミレーターPREOP(HT MEDICAL 

SYSTEMS)の使用経験※第 61回 日本消化器内視鏡学会総会(神戸)、平成 13年 5月

11日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supple.1):650， 2001) 

56. 来住優輝、西山順博、石塚 泉、横野智信、小山茂樹、藤山住秀、馬場忠雄※

胃過形成性ポリープ 15例に対する H.pylori除菌療法の検討※第 61回 日本消化器内

視鏡学会総会(神戸)、平成 13年 5月 12 日※(日本消化器内視鏡学会雑誌

43(supple.1):687，2001) 

57. 石塚義之、新谷 寛、馬場忠雄※Lateevening snackの問題点とその改善策

~アミノレバン EN負荷試験による検討※第 37回 日本肝臓学会総会(横浜)、平

成 13年 5月 18日※(肝臓 42(Supp1.1) :A303， 2001) 

58. 武内美紀、西山順博、五月女隆男、井上徹也、辻川知之、石塚義之、新谷

寛、安藤 朗、小山茂樹、藤山住秀、馬場忠雄※経過中、腹腔内腫療を来した不明熱

症例※第 164回 日本内科学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 6月2日

59. 辻川知之、安藤 朗、佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※経腸栄養療法中にビ

タミンK欠乏によると思われる胎児硬膜下血腫を生じたクローン病の妊娠例※第24回

在宅経腸栄養(HEN)研究会、第 16回在宅静脈栄養(HPN)研究会合同集会(大阪)、平

成 13年 9月 8日

60. 井上徹也、安藤 朗、藤山佳秀、馬場忠雄;程原佳子(滋医大・輸)※抗 CD20

抗体により寛解に至った再発治療抵抗性鴻胞性リンパ腫症例※第 75回 近畿血液学地

方会(神戸)、平成 13年 6月9日

6 1. 北村静香、瀬川秀和、安井博史、坂部秀明(公立甲賀病院・内);井上徹也、

藤山佳秀、馬場忠雄;米村佳子(滋医大・輸)※全脳照射併用 Ara-C大量療法が著功

した急性骨髄性白血病の中枢神経侵潤の 1例※第 75回 近畿血液学地方会(神戸)、

平成 13年 6月 9日

62. 石塚 泉、西山順博、井上徹也、辻川知之、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※

高齢者の癌告知についてーアンケート調査より※第 22回 日本老年学会総会、第 43
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回 日本老年医学会学術集会(大阪)、平成 13年 6月 13日※(日本老年医学会雑誌

38(臨時増刊号):125，2001) 

63. 来住優輝、石塚泉、西山順博、横野智信、井上徹也、辻川知之、新谷寛、

小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※虚血性大腸炎における動静脈因子の検討※第 26回

老年消化器病研究会(東京)、平成 13年 6月 15日

64. 畑和憲、牧野仁、奥野貴史、馬場重樹、木村早苗、嶋田光恵、安藤朗、

藤山佳秀、馬場忠雄※HLA.B27/B2microglobulin transgenic rat大腸炎の粘膜内サ

イトカイン発現についての検討※第 21回 滋賀血液・免疫研究会(草津)、平成 13年

6月 16日

65. 井上徹也、安藤 朗、藤山佳秀;程原佳子(滋賀医大・輸)※造血幹細胞移植

の現況一同種末梢血幹細胞・ミニ移植-※第四回 滋賀自己血輸血研究会 (草

津)、平成 13年 6月 16日

66. 石塚 泉、石塚義之、西山順博、来住優輝、横野智信、小山茂樹、馬場忠雄※

主題「胃痩からの栄養剤投与の問題点と工夫j 間接カロリーメーターを用いた PEG

患者の栄養評価※第7回 関西経皮内視鏡的胃痩造設術研究会(大阪)、平成 13年 6

月 16日

67. 安藤朗、嶋田光恵、田崎和仁、高谷宏樹、牧野仁、荒木克夫、藤山佳秀、馬

場忠雄※NF-KBおよびMAPキナーゼ活性化を介したインターロイキン(IL)-17による

ヒト陣腺房周囲筋線維芽様細胞からのケモカインの誘導※第 32回 日本膳臓学会大会

(小倉)、平成 13年 7月 12日※(醇臓 16(3):124(274)，2001) 

68. 新谷寛、中村文泰、五月女隆男、石塚義之、安藤 朗、丹波淳哉、田崎和

仁、藤山佳秀、馬場忠雄※末梢型カンナビノイド受容体リガンド(JTE-715)の実験停

障害モデ、ルおよび陣外分泌機能への効果※第 32回 日本膳臓学会大会(小倉)、平成

13年7月 12日※(膳臓 16(3):107(257)，2001) 

69. 五月女隆男、新谷 寛、石塚義之、田崎和仁、藤山佳秀、馬場忠雄※小児急性

陣炎 3症例の検討※第 32回 日本陣臓学会大会(小倉)、平成 13年7月 12日※(醇

臓 16(3):110(260)，2001)

70. 田崎和仁、中村文泰、新谷 寛、五月女隆男、石塚義之、安藤 朗、藤山佳

秀、馬場忠雄※ヒト陣腺房周囲線維芽様細胞(hPFC)の Matrixmetalloproteinase-1 

(MMP-1)分泌における細胞内シグナル伝達経路の検討※第 32回

日本陣臓学会大会(小倉)、平成 13年 7月 13日※(醇臓 16(3):123(273)，2001) 

7 1. 早藤清行、西田淳史、辻川知之、五月女隆男、井上徹也、石塚義之、新谷

寛、安藤 朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※甲状腺機能冗進症を合併した潰蕩性

大腸炎の 1例※滋賀消化器研究会第 47回学術講演会(草津)、平成 13年 7月28日

72. 馬場忠雄、田崎和仁、新谷 寛、五月女隆男、中村文泰、塚本浩崇、 Pancreatic

myo五broblastにおける PAR(ProteaseActivated Receptor)の存在と細胞増殖に及ぼす
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影響※厚生労働省特定疾患対策研究事業 難治性癖疾患に関する調査

研究班平成 13年度第 1回研究発表会(宮崎)、平成 13年8月2日

73. 奥村嘉章、塩谷明子、上田浩史、宮川明子、中島滋美(社保滋賀病院・内)※

手術不能悪性狭窄による GastricOutlet Obstructionに対する自己拡張型金属ステン

ト留置の検討※第6回 HEQ研究会(金沢)、平成 13年8月4日

74. 横野智信、石塚 泉、来住優輝、西山順博、小山茂樹、馬場忠雄※ステント留

置と QOL(悪性疾患と良性疾患との比較)※第6回 HEQ研究会(金沢)、平成 13

年 8月4日

75. 安藤 朗、嶋田光恵、荒木克夫、藤山佳秀、馬場忠雄※短鎖脂肪酸による大腸

癌細胞のDecay.Accelerating Factor(DAF)発現の抑制※第38回 日本消化器免疫学会

総会(北海道)、平成 13年8月 10日

76. 石塚義之、安藤 朗、小泉祐介、五月女隆男、井上徹也、辻川知之、新谷

寛、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※NAIDおよびステロイド抵抗性の発

熱・関節痛と一過性に RNP抗体陽性を呈した non-仕eezingcold injuryの1例※第 16

回 滋賀リウマチ・腰原病臨床談話会(大津)、平成 13年 8月25日

77. 石塚義之、西山順博、石塚泉、井上徹也、辻川知之、新谷寛、安藤朗、

佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※肝硬変患者における Lateevening 

snackの有用性と問題点※第 11回 近畿輸液・栄養研究会(大阪)、平成 13年9月1

日

78. 辻川知之、佐藤 仁、佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※小腸粘膜障害時のグ

ルタミンジペプチド経口投与の有用性※第 11回 近畿輸液・栄養研究会(大阪)、平

成 13年 9月 1日

79. 瀬川秀和、峯松秀樹、安井博史、坂部秀明、南部車三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・消内);沖野孝(同・外);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※術後

の大腸狭窄にバルーン拡張術が無効であった 1例※第75回 日本消化器病学会近畿支

部例会(大阪)、平成 13年 9月8日

80. 早藤清行、辻川知之、五月女隆男、井上徹由、石塚義之、新谷 寛、安藤

朗、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※甲状腺機能克進症に合併した潰虜

性大腸炎の 1例※第 75回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成 13年9月8

日

8 1. 妹尾紅未子、浅野信行、石垣宏仁、安藤 朗、新谷 寛、五月女隆男、井上徹

也、石塚義之、辻川知之、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※小腸腫蕩に

よる成人腸重積の 2例※第 75回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成 13年

9月 8日

82. 岡本敏彦、庭川光行、安岡貴志、奥野貴史、福永哲也、梶並稔正(西京都病院

-消内);森毅、吉岡豊一(同・消外);藤山佳秀、馬場忠雄※一過性嚢胞内出血
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を来した陣管狭窄型陣炎の 1例※第 75回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、

平成 13年 9月8日

83. 安井博史、峯松秀樹、瀬川秀和、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・消内);沖野孝(同・消外);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※急

速に壁外発育を呈した胃 storomaltumorの l例※第 75回 日本消化器病学会近畿支

部例会(大阪)、平成 13年 9月8日

84. 瀬川和秀、峯松秀樹、安井博史、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立甲賀病

院・消内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※急速に胸水の増加を認めた

胸膜炎の 2例※第 165回 日本内科学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 9月 22日

85. 浅野信行、佐々木歩、井上徹世、新谷 寛、五月女隆男、石塚義之、辻川知

之、安藤 朗、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄;米村佳子(滋賀医大・

輸)※高度の貧血を伴い網状皮斑を呈した寒冷凝集素症の 1例※第 165回 日本内科

学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 9月22日

86. 西山順博、来住優輝、石塚泉、横野智信、安藤 朗、小山茂樹、藤山佳秀、

馬場忠雄;山口貴司(山口医院)※Hp除菌療法後に発生した胃粘膜下嚢腫症の 1例※

第 67回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 10月6日

87. 西山順博、来住優輝、石塚 泉、横野智信、五月女隆男、井上徹也、石塚義

之、辻川知之、新谷寛、安藤朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※Hp除菌により

形態の変化が見られた Gastricinflammatory五broidpolypの 1例※第 67回 日本消

化器内視鏡学会近畿地方会(大阪)、平成 13年 10月6日

88. 来住優輝、石塚 泉、西山順博、横野智信、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※

院内 LANを用いた問題指向型卒後研修の試み※第 67回 日本消化器内視鏡学会近畿

地方会(大阪)、平成 13年 10月6日

89. 高橋里枝、横野智信、来住優輝、西山順博、石塚 泉、五月女隆男、井上徹

也、石塚義之、辻川知之、新谷寛、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※消化管出血を

きたした十二指腸回虫症の 1例※第 67回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(大

阪)、平成 13年 10月6日

90. 安岡貴志、庭川光行、全 活、岡本敏彦、梶並稔正(西京都病院・消内);藤

山佳秀、馬場忠雄※大腸海綿状リンパ管腫の 1症例※第 67回 日本消化器内視鏡学会

近畿地方会(大阪)、平成 13年 10月6日※第 67回 日本消化器内視鏡学会近畿地方

会(大阪)、平成 13年 10月6日※

9 1. 石塚義之、西山順博、石塚 泉、五月女隆男、井上徹也、辻川知之、新谷

寛、安藤 朗、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※肝硬変患者に対する

Late evening snack(LES)の有用性と問題点※第 38回 滋賀肝疾患研究会(草津)、

平成 13年 10月 13日

92. 瀬川秀和、峯松秀樹、安井博史、坂部秀明、南部車三、斎藤康晴(公立甲賀病
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院・消内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※当病院における食道、胃静

脈癌治療の検討※第 19回 滋賀医学会総会(大津)、平成 13年 10月 14日※(滋賀医

学 24(2):17・18，2002)

93. 石塚 泉、西山順博、来住優輝、浅野信行、横野智信、五月女隆男、井上徹

也、辻川知之、石塚義之、新谷寛、安藤朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄

※8hort.segment Barrett's esophagus(88BE)の免疫組織学的検討※第 43回 日本消

化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 17日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増

刊号):A453，2001)

94. 西山順博、石塚 泉、来住優輝、浅野信行、横野智信、五月女隆男、井上徹

也、辻川知之、石塚義之、新谷寛、安藤朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄

※GERDにおける病理組織学的・分子生物学的検討、治療前後の改善度について※第

43回 日本消化器病学会大会(京都)、※平成 13年 10月 17日※(日本消化器病学会

雑誌 98(臨時増刊号):A450，2001) 

95. 嶋田光恵、安藤朗、畑 和憲、田崎和仁、荒木克夫、藤山住秀、馬場忠雄※

rDDW合同プレナリーセッション」 ヒト陣筋線維芽細胞からの NF-KBと MAP

キナーゼ活性化を介したインターロイキンー6の産生誘導※第43回 日本消化器病学会

大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A442，

2001) 

96. 来住優輝、石塚 泉、西山順博、浅野信行、横野智信、五月女隆男、井上徹

也、辻川知之、石塚義之、新谷寛、安藤朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※虚

血性大腸炎における血管因子の検討※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成

13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A560，2001) 

97. 辻川知之、五月女隆男、安藤朗;金内理(キリンビール);佐々木雅也、

藤山佳秀、馬場忠雄※緩解期クローン病患者におけるキトサン・アスコルビン酸投与

の意義※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化

器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A558，2001)

98. 福永哲也、辻川知之;四谷収一、四釜 洋(石原産業胸中央研究所);安藤

朗、佐々木雅也、佐藤仁、伊藤明彦、藤山佳秀、馬場忠雄※TNB8誘発小腸炎ラッ

トにおける 18-741の有用性※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10

月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A557，2001)

99. 牧野仁、安藤朗、畑和憲、荒木克夫、藤山佳秀、馬場忠雄;四谷収一、四

釜 洋(石原産業(株)中央研究所)※新たな抗炎症薬 18-741のラット D88大腸炎に対

する効果の検討※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日

本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A542，2001)

1 00. 畑和憲、安藤朗、嶋田光恵、奥野貴史、藤山佳秀、馬場忠雄※イン

ターロイキン(1L)-17による大腸基底膜下筋線維芽細胞からの 1L-6の産生誘導※第 43
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回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌

98(臨時増刊号):A540，2001) 

1 0 1. 奥野貴史、安藤朗、畑和憲、嶋田光恵、荒木克夫、馬場重樹、藤山

佳秀、馬場忠雄※大腸基底膜下筋線維芽細胞の増殖と細胞外マトリックス産生につい

ての検討※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、※平成 13年 10月 18日※(日本

消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A540，2001) 

1 02. 馬場重樹、安藤朗、畑和憲、奥野貴史、木村早菌、嶋田光恵、荒木

克夫、藤山佳秀、馬場忠雄※インターロイキン-17によるヒト大腸基底膜下筋線維芽細

胞からのケモカイン産生誘導における MAPキナーゼの関与※第 43回 日本消化器病

学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊

号):A539，2001)

1 03. 伊藤明彦、辻川知之、佐藤 仁、宇田勝弘、伊原隆史、福永哲也、安岡

貴志、佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※VIPによる Aquaporin制御を介した下痢発

症のメカニズム※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日

本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A529，2001) 

104. 仲原民夫、水野絵里、木藤克之、清水尚一、布施建治(彦根市立病院・

内);藤山住秀、馬場忠雄※小腸子宮内膜症による腸閉塞の 1例※第 43回 日本消化

器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊

号):A516，2001) 

1 05. 布施建治、仲原民夫、水野絵里、木藤克之、清水尚一(彦根市立病院・

内);藤山佳秀、馬場忠雄※保存的療法にて治療し得た腸壁内血腫の 2例※第 43回 日

本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 18日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨

時増刊号):A515，2001)

1 06. 馬場忠雄※ランチョンセミナー特別発言 -Combination Therapy for 

IBD-'"患者 1人ひとりの治療戦略'" [検討症例】※DDW-Japan2001 Kyoto (京都)、

平成 13年 10月 19日

1 07. 田崎和仁、新谷 寛、五月女隆男、中村文泰、石塚義之、藤山佳秀、馬

場忠雄※ヒト陣腺房周囲線維芽様細胞 (hPFC)における protease-activated

receptors(PARs)の存在と細胞増殖調節機構への関与※第 43回 日本消化器病学会大

会(京都)、平成 13年 10月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A611，

2001) 

1 08. 木村早苗、安藤朗、畑和憲、嶋田光恵、藤山佳秀、馬場忠雄※TNF-α

刺激により醇筋線維芽様細胞に誘導されるIL-6およびIL-8産生に対するソマトスタチ

ンの効果※第 43回 日本消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 19日※(日本消

化器病学会雑誌 98(臨時増刊号):A608，2001)

1 09. 五月女隆男、石塚義之、新谷 寛、田崎和仁、中村文泰、藤山佳秀、馬
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場忠雄、急性陣炎における成分経腸栄養療法の安全性・有用性の検討※第 43回 日本

消化器病学会大会(京都)、平成 13年 10月 19日※(日本消化器病学会雑誌 98(臨時

増刊号):A607，2001)

1 1 O. 安井博史、瀬川秀和、北村静香、坂部秀明、南部車三、斎藤康晴(公立

甲賀病院・消内);坂本 力(同・放);馬場正道(滋医大・ 1病);藤山佳秀、馬場忠

雄※胸部大動脈癌食道穿破の 1例※第 62回 日本消化器内視鏡学会総会(京都)、平

成 13年 10月20日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supp1.2):1684， 2001) 

1 1 1. 峯松秀樹、瀬川秀和、安井博史、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立

甲賀病院・消内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※内視鏡的治療抵抗性の

食道・胃静脈痛の l例※第 62回 日本消化器内視鏡学会総会(京都)、平成 13年 10

月20日※(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supp1.2):1689，2001) 

1 1 2. 瀬川秀和、安井博史、北村静香、坂部秀明、南部車三、斎藤康晴(公立

甲賀病院・消内);坂本 力(同・放);藤山住秀、馬場忠雄※食道胃静脈癌治療にお

ける再出血例の検討※第 62回 日本消化器内視鏡学会総会(京都)、平成 13年 10月

20日(日本消化器内視鏡学会雑誌 43(supp1.2):1689，2001) 

1 1 3. 木藤克之(彦根市立病院・内);程原佳子(滋賀医大・輸);井上徹也、

安藤 朗、藤山佳秀、馬場忠雄※BMTのための IFNα 中止後、数ヶ月を経て FISH陽

性細胞数の著減を認めた症例※第 21回 京滋IFN造血器疾患研究会(京都)、平成 13

年 11月 2日

1 14. 井上徹也、辻川知之、石塚 泉、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※全身

の紫斑と著明な貧血を認め、重篤な VitamineK欠乏と考えられた症例※第 12回 日

本老年医学会近畿地方会(神戸)、平成 13年 11月 10日

1 1 5. 井上徹也、安藤 朗;程原佳子(滋賀医大・輸);藤山佳秀、馬場忠雄※

難治性ITPに対するセファランチン大量療法の有効性の検討※第43回 日本臨床血液

学会総会(神戸)、平成 13年 11月 14日※(臨床血液 42(10):952，2001) 

1 1 6. 竹中克彦、天方義人、井上徹也、安藤 朗、藤山佳秀、馬場忠雄;松原

英俊(滋医大・総診);程原住子(同・輸)※Staphylococcalenterotoxin Bを用いた

マウス急性 GVHD制御の試み※第 27回 免疫力ンファレンス(京都)、平成 13年 12

月 l日

1 1 7. 吉川浩平、井上徹也、安藤 朗、藤山佳秀、馬場忠雄;米村佳子(滋医

大・輸)※網状皮斑、寒冷凝集素症を契機とした AITL症例※第 76回 近畿血液学会

地方会(和歌山)、平成 13年 12月1日

1 1 8. 吉川浩平、井上徹世;米村佳子(滋医大・輸);藤山住秀、馬場忠雄※当

院における健常人ドナーからの末梢血幹細胞の動員・採取および同種移植の検討※第

45回 日本輸血学会近畿支部総会(大津)、平成 13年 12月8日

1 1 9. 佐々木歩;米村佳子、内林佐知子、湯本浩史(滋医大・輸);茂寵弘子(同・
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検);井上徹也、藤山佳秀、馬場忠雄※幅広い作用温度を示した寒冷凝集素症を契機

とした AITL症例※第 45回 日本輸血学会近畿支部総会(大津)、平成 13年 12月8

日

1 20. 竹中克彦、武内美紀、馬場弘道、土井久和、駒井康伸、樋口彰彦(長浜

赤十字院・内);米村佳子(滋医大・輸);藤山佳秀、馬場忠雄※血小板輸血時にアナ

フィラキシー症状を呈し輸血不応となった再生不良性貧血の 1例※第45回 日本輸血

学会近畿支部総会(大津)、平成 13年 12月8日

1 2 1. 木藤克之(彦根市立病院・内);米村佳子(滋医大・輸);藤山住秀、馬

場忠雄※本院における輸血医療への取り組み※第 45回 日本輸血学会近畿支部総会

(大津)、平成 13年 12月8日

1 22. 石塚義之、安藤 朗、小泉祐介、五月女隆男、井上徹也、辻川知之、新

谷 寛、佐々木雅也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※一過性に RNP抗体陽性を呈し

た Non.Freezing Cold Injuryのl例※第 166回 日本内科学会近畿地方会(京都)、

平成 13年 12月22日

1 23. 安岡貴志、庭川光行、岡本敏彦、奥野貴史、福永哲也、奥田和美、福永

隆文、梶並稔正(西京都病院・内);藤山佳秀、馬場忠雄※Henoch.Schonlein紫斑病

でステロイド治療経過中に S状結腸間膜内に巨大腫擦を形成した 1例※第 166回 日

本内科学会近畿地方会(京都)、平成 13年 12月22日

124. 松尾宏俊(済生会滋賀県病院・神内);新木真一、竹田奈美、槍垣 正、

橋倉博樹、田中基夫、重松 忠(同・内);藤本正人(同・脳外);馬場正道(同・病

理)※多発'性硬化症との鑑別が困難であった脳原発悪性リンパ腫の 1例※第 166回

日本内科学会近畿地方会(京都)、平成 13年 12月22日

1 2 5. 馬場忠雄;日比紀文(慶応大・内);棟方昭博(弘前大・ 1内);樋渡信

夫(仙台赤十字病院大腸疾患センター);松本誉之(大阪市大・ 3内);福島恒男(横

浜市立市民病院・外);北洞哲治(国立大蔵病院・臨床研究部);福田能啓(兵庫医

大・消内);鈴木康夫(千葉大・ 2内)※プロジェクト研究 iCDにおける食事脂肪の

関与を確定する研究を完遂する」 活動期クローン病に対するエレンタールR単独

と脂肪製剤併用のエレンタール群の治療効果の比較検討※厚生科学研究費補助金特定

疾患対策研究事業 難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 平成 13年度第2回総会

(東京)、平成 13年 12月25日

1 26. 馬場忠雄、安藤 朗、辻川知之、佐々木雅也、藤山佳秀※プロジェクト

研究「消化器機能改善、環境改善を食品や曙好の偏りの面から検討するJ Prebiotics 

投与による腸内細菌環境改善作用が潰‘虜性大腸炎に及ぼす影響について※厚生科学研

究費補助金特定疾患対策研究事業 難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 平成 13

年度第2回総会(東京)、平成 13年 12月25日

1 27. 馬場忠雄、田崎和仁、新谷 寛、五月女隆男、塚本浩崇※各個研究プロ
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ジェクト 11 -慢性醇炎ー ヒト醇腺維房周囲線維芽細胞における PARs(プロテ

アーゼ活性型受容体)の存在と細胞増殖に及ぼす効果※厚生労働省特定疾患対策研究

事業難治性騨疾患に関する調査研究班平成 13年度第2回研究発表会(東京)、平

成 14年 1月 10日

1 28. 早藤清行、五月女隆男、吉川浩平、井上徹也、安藤 朗、藤山佳秀、馬

場忠雄;程原佳子(滋医大・輸)※抗 CD33抗体療法を施行したAML症例※第9回 京

滋臨床血液研究会(京都)、平成 14年 1月25日

1 29. 奥村有史(琵琶湖養育院病院・検);浅野信行、妹尾紅未子、西山順博、

吉川浩平、来住優輝、石塚泉、横野智信、新谷寛、安藤朗、小山茂樹、藤山佳

秀、馬場忠雄※成人小腸腫療の 2症例※日本超音波医学会第 23回関西地方会(大阪)、

平成 14年 1月26日

1 30. 西山順博、新谷寛、吉川浩平、来住優輝、石塚泉、横野智信、井上

徹也、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※骨髄移植後患者における門脈血流動態※日本

超音波医学会第 23回関西地方会(大阪)、平成 14年 1月26日

1 3 1. 畦西克己、福井富穂(滋医大・栄養管理部);石塚義之、馬場忠雄※肝硬

変患者の栄養管理の問題点 (2)※第 17回 日本静脈経腸栄養学会(熊本)、平成 14

年 1月 31日※(静脈経腸栄養 17(1):95，2002) 

1 32. 佐藤 仁、辻川知之、安岡貴志、福永哲也、伊藤明彦、佐々木雅也、藤

山佳秀※抗癌剤投与ラットの小腸粘膜障害に対する alanyl-glutamine経口投与の有用

性について※第 17回 日本静脈経腸栄養学会(熊本)、平成 14年 2月1日※(静脈経

腸栄養 17(1):141， 2002) 

1 33. 柿木里枝、新谷 寛、吉川浩平、来住優輝、浅野信行、西山順博、石塚

泉、横野智信、五月女隆男、井上徹也、石塚義之、辻川知之、安藤 朗、佐々木雅也、

小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※急性牒炎を発症した醇癌の 1症例※滋賀消化器研究

会第 48回学術講演会(大津)、平成 14年2月2日

134. 佐々木雅也、安岡貴志、福永哲也、伊藤明彦、佐藤 仁、辻川知之、藤

山佳秀、馬場忠雄;R.A.Gooslad (Imperial Cancer Research Fund， Histopathology 

Unit， UK)※レクチン経口投与による消化器粘膜の増殖効果について※第 39回 小腸

研究会(仙台)、平成 14年 2月9日

1 3 5. 冨田真世、田中愛子、早藤清行、吉川浩平、井上徹世、安藤 朗、藤山

佳秀、馬場忠雄※腹水中に認められた悪性リンパ腫の 2症例の検討※第四回 滋賀血

液疾患研究会(草津)、平成 14年 2月9日

1 36. 岡本敏彦、庭川光行、安岡貴志、奥野貴史、福永哲也、梶並稔正(西京

都病院・消内);森 毅、吉岡豊一(同・消外);藤山佳秀、馬場忠雄※進行胃癌の術

後の多発性肝転移病巣に対し，リザーバー留置による 5FU.MMC動注療法が奏効して

いる 1例※第 76回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成 14年 2月 16日
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1 37. 峯松秀樹、瀬川秀和、安井博史、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公立

甲賀病院・内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※短期間で発症し重症化し

た偽膜性大腸炎の一死亡例※第 76回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成

14年 2月 16日.)※瀬川秀和、峯松秀樹、安井博史、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公

立甲賀病院・内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※若年者大腸癌の 2例※

第 76回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成 14年 2月 16日

1 38. 八木勇紀、浅野信行、新谷 寛、五月女隆男、井上徹也、石塚義之、辻

川知之、安藤 朗、小山茂樹、藤山佳秀、馬場忠雄※肝膿蕩及び膿胸を合併した血友

病Aの一例※第 76回 日本消化器病学会近畿支部例会(大阪)、平成 14年2月 16日

1 3 9. 南部卓三、斎藤康晴、坂部秀明、安井博史、瀬川秀和、峯松秀樹(公立

甲賀病院・内);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※感染性腸炎を契機に顕在

化し長期の経過をたと、った虚血性大腸炎と考えられる 1症例※第68回 日本消化器内

視鏡学会近畿地方会(京都)、平成 14年 3月2日

1 40. 岡本敏彦、庭川光行、安岡貴志、奥野貴史、福永哲也、梶並稔正(西京

都病院内);藤山佳秀、馬場忠雄※傍十二指腸憩室出血と広範虚血性腸炎を合併した慢

性維持透析療法患者の 1症例※第 68回 日本消化器内視鏡学会近畿地方会(京都)、

平成 14年 3月2日

141. 圃)※峯松秀樹、瀬川秀和、安井博史、坂部秀明、南部卓三、斎藤康晴(公

立甲賀病・内);沖野孝(同・外);坂本 力(同・放);藤山佳秀、馬場忠雄※食道

癌食道抜去術後、縦隔リンパ節転移を認めた 1例※第 68回 日本消化器内視鏡学会近

畿地方会(京都)、平成 14年 3月2日

1 42. 藤野早苗、安藤朗、畑和憲、嶋田光恵、牧野仁、奥野貴史、馬場

重樹、藤山住秀、馬場忠雄※炎症性腸疾患 (IBD) におけるインターロイキン(IL).17

に関する検討※第 39回 日本消化器免疫学会総会(新潟)、平成 14年 3月7日

1 43. 馬場重樹、安藤朗、畑 和憲、嶋田光恵、荒木克夫、藤野早苗、奥野

貴史、藤山佳秀、馬場忠雄※インタ一口イキン(IL)-17によるヒト大腸基底膜下筋線維

芽細胞からのマトリックスメタロプロテイナーゼ(MMP)-3の産生誘導について※第39

回 日本消化器免疫学会総会(新潟)、平成 14年 3月7日

144. 畑 和憲、安藤 朗、嶋田光恵、奥野貴史、藤野早苗、馬場重樹、藤山

佳秀、馬場忠雄※IL-17によるヒト大腸筋線維芽細胞からの IL-6産生について※第 39

回 日本消化器免疫学会総会(新潟)、平成 14年 3月8日

1 45. 安藤 朗、藤野早苗、辻川知之、佐々木雅也、藤山佳秀、馬場忠雄※ク

ローン病におけるインタ一口イキン 17の意義について※第 1回 京滋クローン病研究

会(京都)、平成 14年 3月22日※
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研究成果

下部消化管とくに大腸内では、食物線維や非消化性のデンプンが腸内細菌による

発酵を受けて、多量の短鎖脂肪酸が産生される。これらの短鎖脂肪酸のなかでも酪

酸にはさまざまな生理活性が報告されている。たとえば、酪酸は、腸上皮細胞に非常

に速やかに吸収されて、そのエネルギーとして利用される。一方、欧米では、酪酸を

潰傷性大腸炎の治療に用いた報告がなされているが、その作用機序については明ら

かにされていない。本研究では、これらの短鎖脂肪酸とくに酪酸の抗炎症作用とその

分子機構について解析し、潰蕩性大腸炎の新たな治療法の確立を目指した。

まず、酪酸の腸管上皮細胞に対する抗炎症効果を検討した。大腸癌由来の腸上

皮細胞 HT-29をTNF-αで刺激し補体成分 C3、factorBさらにケモカイン IL-8産生

に対する酪酸の効果を検討した。酪酸は TNF-α刺激による C3の産生は増強したが、

逆に factorBやIL-8の産生は抑制した。これらの効果の分子機構を明らかにするた

めに、 TNF-α刺激により誘導される転写因子の活性化について検討した。酪酸は、

TNF-αlこより誘導される NF-KBとAP-lの活性化を強力に抑制する一方、 NF-IL6

の活性化を増強した。また、 Splの活性化については何ら効果を認めなかった。これ

までに報告されている転写因子の制御において、この酪酸のような効果は報告され

ておらず、非常に特異的な効果を発揮することが明らかになった。特に、 NF-KBと

AP-lはさまざまな炎症に関与する mediatorやサイト力インの誘導において重要な

役割を果たしており、その活性化の抑制は強力な抗炎症作用を発揮するものと考え

られる。ただ、 NF-IL6もまた炎症の誘導において重要な役割を果たしていることがさ

まざまの報告から明らかにされているが、酪酸がこの NF-IL6の活性化を増強する

結果は、その抗炎症作用としての観点からは矛盾する結果であった。おそらく、酪酸

の効果は、これらの転写因子の関与のバランスのうえにさまざな遺伝子の発現を

controlしているものと考えられた。

一方、酪酸がヒストン蛋白のアセチル化を誘導することが知られている。ヒストン

蛋白のアセチル化は、アセ効果チル化された遺伝子への転写因子の結合効率を増

強することにより転写活性を誘導するとされる。酪酸の効果の分子機構をさらに明ら

かにする目的で、ヒストン蛋白の脱アセチル化を抑制し、逆に、ヒストン蛋白の過アセ

チル化を誘導する卜リコスタチン A の効果について検討した。トリコスタチン A は、

NF-KBに対する抑制効果は示さなかったが、酪酸と同様に C3の産生を誘導したが、

IL-8や factorBの抑制効果は認めなかった。これらの結果は、 C3の産生誘導につ

いては酪酸においてヒストン蛋白のアセチル化の効果が発揮されていること、 IL-8や

factorBの抑制効果については、 NF-KBやAP-lなどの転写因子活性の抑制に依存

した効果であると考えられた。

酪酸の抗炎症効果が確認されたため、我々は、臨床への応用を試みている。この
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報告書にも示したが、発芽大麦の線維成分を経口摂取し、この線維成分の発酵によ

り短鎖脂肪酸を大腸内に誘導して炎症性腸疾患特に潰傷性大腸炎の治療を試みて

いる。発芽大麦を一日当たり20-30g経口摂取すると、便中に多量の酪酸の存在

が確認された。さらに、軽症から中等症の活動性の潰蕩性大腸炎患者に内視鏡的、

臨床的緩解および緩解維持効果があることが確認された。酪酸自体は、非常に刺激

臭に富み臨床応用は困難であるが、このプレバイオティクスとよべる発芽大麦により

酪酸を誘導して抗炎症作用が誘導できることが明らかになりつつある。

この3年間の研究を通じて、短鎖脂肪酸の抗炎症作用についての基礎検討から、

酪酸の誘導の臨床応用の可能性が明らかにできた。今後、臨床応用について、さら

なる症例を積み重ねて、その効果について明らかにしていきたい。
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